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　　重職者の手紙　週刊誌　vol.19
幸せを探しているあなたへ
狂った牛、狂った人
狂牛病の恐怖と理解できない問題
1983年フランスのモンタニエ博士が、エイズ(AIDS)ウイルスを発見した後、今まで2,100万人が死亡して、3,000万人が感染しています。ところで、最近、1985年4月英国で発見された狂牛病の恐怖が、全世界を混乱に陥れています。プリオン（prion）という蛋白質の粒子によって、人間に現れた狂牛病を、新種のクロイツフェルト・ヤコブ病(vDJD=new variant Creuzfeldt Jakob Disease)と言うのですが、このプリオン粒子は、1957年に親族が死んだら、体をはじめとして、骨、脳、脊髄まで食べたというパプアニューギニアの人食い人種であるフォア(Fore)族から初めて発見されました。狂牛病が発生して、人間にも問題になり始めたのは、1730年英国でプリオンによるスクリピー(scrapie)という原因不明の病気にかかった羊を牛の飼料に使ったことで狂牛病が発生し、その肉を食べた人から新種のクロイツフェルト・ヤコブ病が誘発されたということです。ある科学者が告白するのに「21世紀の先端医学時代を生きていく現代人に、狂牛病の波動は、生態系破壊に対する、自然の厳しい報復」だとして「人間の必要に従って草をはんで生きるように創造された牛に、無理に肉骨粉の飼料（MBM=Meat and bone meal）を食べさせたのが根本原因」だと話しました。

このように、今、社会には、狂牛病だけでなく、理解できないことが同時多発的に起きています。家庭に２人の子どもがいるのに、新しい年下のボーイフレンドを探してナイトクラブをさまよい歩く分別がない主婦の話、言い争いが絶えなかったので妻を殺して、屋上から落として自殺として偽装しようとしたというある医師の話、増えていく黄昏離婚の中で、税金を避けるための虚偽離婚、親に捨てられて一人で生存権を脅かされながら生きていっているという90万人の児童の話、留学費用として送ったお金まで使い果たして、親の財産を奪おうと殺害して火を付け、完全犯罪を夢見て捕えられて死刑を待っているというパク・ハンサンの話など。なぜ、このように牛も人も狂っていくのでしょう。ある科学者が指摘した通り、創造原理を逸脱して、家庭を造られた神様のエデンの園の精神をなくしたためではないでしょうか。
問題は一万種類あっても、一つだけ分かれば良いのです。

魚は水に、木は土地に根をおろしてこそ幸せになるようになっています。それと同じように、人間も神様を離れたら、一瞬でも幸せに暮らすことができないように創造されました。それは、今日の人間の不幸と問題は、根本的に神様を離れたためだということです。神様を離れた瞬間、罪と呪いと地獄とサタンの勢力に、人間は捕われるようになりました。それで、救いとは、サタンと罪、地獄の勢力から解放されて神様の子どもになることです。ところで、人間の努力では解決策がないのです。それで、神様が直接、道を開いて訪ねてきてくださいました。その方がまさにイエス・キリストです。光だけが暗やみを照らすことができるように、イエス・キリストを信じて神様の子どもになる時、個人の問題、社会の問題も解決されます。これが神様がすべての人間にくださった唯一の解決策なのです。
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灯台

　　（Lighthouse）
健康を守る十字架

病気を治す十字架

人間の根本問題を解決する十字架

	現場のこだま　　編集者が送ってきた手紙
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2008年1月19日、＜深い泉＞１号が出て、もう五ヶ月になろうとしています。一ヶ月くらい立ったときに、ある牧師先生から聞いた話は、私の心により一層＜深い泉＞に対する情念（恨）を抱かせました。「内容が難しい。みな知っている内容だが、目にぱっと飛び込むことがない」ということなど。その時、率直に足りないことを認めながらこう話しました。「その言葉は、みなそのとおりですが、多分、その話をした方は＜深い泉＞を詳しく読んだ方でしょう。なぜなら、その中には、文章の内容以前に、世界福音化のために重職者時代を開かれた神様の願いと、このメッセージを投げる伝道者の情念（恨）と、文を書く人々の切なる思いが込められているためです。それを分かったら、より一層、祈ってくださると信じます」そして何ヶ月かが過ぎました。あまりにも自然に伝道の門が開くという便りや、隣と私の現場に負担なく伝道の祝福を味わうようになったという便りや、家族と親戚関係が回復したという便りや、伝道キャンプでも価値あるように活用されているという便りや、何より未来の重職者が力を得て全世界に運んでいるという便りが聞こえてきます。まだ足りないこと多いのですが、この時代に必ず必要な＜深い泉＞になるように、全世界の同労者の祈りと関心を、もう一度お願いします。



	伝道者の祈り
神様
主にあって生きるようになったことを、感謝いたします。神様のみことばを見て聞く時ごとに、アイデンティティーを確認させてくださって、主にあって生きる祝福を味わうことができますように。どんな問題と環境の前でも、神様だけを見上げて、ただ福音だけ宣べ伝えることを願う私の小さい決断と選択が、神様の大きい答えの道になりますように。

今日もイエス・キリストで幸せになり、祈りだけで足りるようになり、伝道で栄光を帰す最も美しい人生になりますように。一度だけしかない人生の道を行く間、神様の前で、人の前で、次の世代の前で、真実で意味ある人生になりますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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The Leader’s Time   2008年5月30日通巻第19号　 深い泉 　02
伝道を回復すれば

全てが回復します

数日前、東亜日報で目に飛び込んできた記事があった。「地球が大暴れ」2007年の一年に、全世界で同時多発的に、950件以上の災いが起きたということだ。最近、ミャンマーを襲って10万人以上の死者を出したサイクロンや、直接の被害者だけでも一千万名を越すと言われている四川省の大地震･･･気候の変化にともなう災害が20年間に4倍以上に増加しているということだ。そして、今年の記録は、昨年の記録を越えると予想されている。ところで、もっと驚くことは、もっとも大きな被害を受けた地域が、アジアの国々、南米、中東地域であるが、この国々の共通点が、偶像崇拝を代表的にしている国々なのである。これは、偶然なのだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

方々にききんと地震が起こります･･･ ● 聖書のマタイの福音書24章 7～8節を見れば「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、方々にききんと地震が起こります。しかし、そのようなことはみな、産みの苦しみの初めなのです」と記録されています。それとともに、14節には「この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、すべての国民にあかしされ、それから、終わりの日が来ます」とおっしゃいました。

神様が、歴史と時代を動かされる基準は伝道です ● なぜなら、人間を生かす唯一の道が福音だから、その福音を伝える伝道こそが、神様の最高のスケジュールなのです。それなら、私が神様の伝道計画の中にいるならば、全てを回復するようになっています。歴史と教会史を見ると、この伝道の隊列に立っていたモーセ、エリシャ、サムエル、パウロ、初代教会、ルター、カルビン、ムーディー、ウェスレイを用いられて、時代を生かされました。今まで一度ももれなく、福音運動が起きる国と時代は生かされました。どんな偉人が神様の伝道計画を変えることができるでしょうか。どんな王が神様に勝てるでしょうか。
パウロ。恐れてはならない! あなたはカイザルの前に立たなければならない! ● この計画を握らなければなりません。この時、聖霊充満のみわざが現れて、天の軍隊が動員され、暗やみの勢力は縛られるようになります。福音の中にはすべてのいのちと祝福がみな入っています。福音を味わう祈りの中には、霊肉のすべての味わいがあります。福音を伝える伝道の中には、すべての祝福の時刻表がみな入っています。「私は本当に神様が願われる伝道計画の中にいるのだろうか」これが私の最高の質問です。

	毎日、毎日の答えの泉

2日（月）

経済を生かす主役(使徒11:28～30)

光の経済でOnenessになって、暗やみの経済をうち砕き、教会経済と地域の文化、正しい宣教と次世代を生かす主役として私を召されました。
3日（火）

現場の文化を見る目 (使徒19:8～10)

地域の経済、宗教、文化の特徴を理解して、備えられたたましいと影響力のある弟子を探す現場を生かす目を持たなければなりません。
4日（水）
永遠のいのちの中でも死んでいく人々 (ヨハネ7:1～13)
イエス様の十字架の事件を通して人間の問題を完全に解決してくださり、私に救いの恵みを与えてくださいました。これからは、福音にあってどんなこともできるのです。

5日（木）

サタンをうち砕く祈り (使12:1～25)

イエス・キリストの御名で祈れば、サタンの勢力は完全に砕かれ、天の軍隊が動員されます。そして、私たちが福音の根をおろす時、サタンは完全に離れるようになります。
6日（金）

伝道運動(Ⅱテモテ2:1～2)

神様は、伝道と伝道者中心に世界を動かしておられます。それなら、伝道運動に私の生活の方向を合わせて、今日のみことば、祈り、伝道を握れば、証拠が現れて、伝道の実が結ばれるようになります。
7日（土）

みことば運動 (Ｉペテロ1:23～25)
人を生かす一番重要な方法は、神様のみことばにあります。それなら、みことば運動の中から、福音と霊的な部分、伝道戦略を探し出せば、たましいと生活を癒し、時代を生かすことができます。
週間のメッセージの流れ

産業宣教

　主にあって労した者(ローマ16：6、12)
伝 道 学

必ずしなければならないこと
(ピリピ4：19)
核心訓練

　一度の伝道で世界福音化した証人 
(使7：54－60)
聖日１部　

イエス様を信じて救われたアブラハム 
(ヨハネ8:56-59)
聖日２部

　出会いは祝福と呪いの通路
(使徒13:1-12)
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今週の黙想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深い泉　03
生かす出会い、殺す出会い
生まれて間もない双子です。左側の子は、状態があまりに良くなくて、保育器の中で一人で死ぬしかなかったのです。子どもをかわいそうに思った看護師が、病院の規則を破って、二人の子を一つの保育器の中に入れたのです。そうしたら、健康な右側の子が自分の腕を伸ばして、具合の良くない子を抱くようにしたのでした。そうしたら、驚くことに、左側の子どもの心臓も、鼓動も、体温もすべて正常に戻り、健康を取り戻したのでした。愛の出会いは、いのちを生かすことも多いのです。中国、四川省の地震の現場で、３ヶ月になる子どもを胸に抱いて死んだお母さんの愛の遺言が、世界の人の涙を誘った週でした。「いとしい赤ちゃん。もし生き延びられたなら、私があなたを愛していたことを決して忘れないでね」。　　　　　　　　　　　　　　　　　
	私がキリストの中にいれば･･･私がどこにいるかが分かれば、人生も変わります。モーセは神様がくださったメッセージを通して、自分のアイデンティティー(Identity)を発見し、民族を生かして世界を生かす奇跡の人になりました。神様がくださるメッセージを握って、自分のアイデンティティーを確立することが最高の人になる勝利の秘訣です。
三種類の人がいます　必ず必要な人がいて、いるだけの人がいて、地球を離れなければならない人がいます。言い換えれば、必ずすべきことをする人がいて、どうでもよいことをする人がいて、してはならないことをする人がいるのです。私が必ずすべきことをする人なら、機会をのがしてはいけません。この時代に必要な人になって、時代に必要なことをしながら生きなければなりません。それがまさに、完全福音の人でサタンの勢力をうち砕き、完全祈りの人ですべての限界を乗り越え、完全伝道の人で最も価値ある弟子を残すということです。ステパノ執事は、一度与えられた機会の前で、福音を宣べ伝えるという最善の人生、最高の価値を選択して死にました。しかし、彼の死は今でも、福音の働きで進行しています。一度だけの私たちの人生を

	最も素晴らしい伝道者として、証人として生きる道があります。
小さい信仰の決断はすべてのことを変える開始です　　この世の本当に問題は目に見ることもできず、理解することもできない霊的な問題、サタンがもたらした問題です。この問題が分かれば、本当の解答が何かを発見するようになります。とこしえからとこしえまでの呪いをなくした解答、世々に渡って長い間、準備された選び、とこしえに続く答え、それが福音です。イエス・キリストの前に罪とのろいとサタンの勢力は崩れるようになっています。常に神様を見上げながら、私の心の中心に福音を満たして、信仰の決断と選択をすれば、人生の最高の答えを味わうようになります。それがまさに真の伝道者との出会いで、真の伝道対象者との出会いで、行く所ごとに暗やみの勢力をうち砕く出会いです。出会いが最高の祝福の通路になる人生になるように願います。
説教＿柳光洙牧師、整理_チャ・ドンホ牧師




深い泉STORY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2008年5月30日通巻第19号 深い泉　04
　　　　　　　　　　　　　　　　自ら存在しておられる　神様

	ちょっと! 私たちは神様に対してあまりにも偏った、自分の主観だけの、とんでもない話をよくしているし、また聞いている。目には見えないが、神様は存在しておられ、その存在を確認できる多くの証拠が目に見えるからである。自然災害は、人間が自ら決めた結果の副産物だ。行動しなければ永遠に生きることができたエデンの園で、人間は罪を選択し、その結果は、エデンの園からの追放とともに、苦しい自然災害を伴うことであった。

存在する全ての自然万物と、そして、微生物に至るまで、見えることでも、見えないことでも、あらゆる事物には名がある。そのうちで、とても近くに存在しているが、認識することができない対象があるのだが、その方が神様なのだ。
その存在を尋ねる時、神様は自ら存在しておられる（わたしは「ある」）と言われる。過程も説明もわからないその表現について、事実だ、違うと話すが、存在することは事実なので、信仰で告白するのだ。
神様はご自分のかたちに人を造って愛された。その祝福を維持するように道を与えられたが、それが公義だ。神様は自ら存在できない人間に、公義と愛の二本で祝福を味わうようにされた。しかし、人間がサタンにだまされて、罪に陥って、問題と苦しみの中に入るようになり、公義を成し遂げるために、真の息子であるイエスをキリストとしてこの世に送って、十字架にかかり、血流して死ぬようにされ、復活させられた。その過程をあがないだと言うのだが、この事実を信じる者は、神様の子どもだと認め、呼んでくださって、その人は、この時に、はじめて神様をお父さんと呼べるようになる。

お父さんと幼い息子が、ある日教会に行ってともに祈っていたが、お父さんが先に「父なる神様!」と言い、息子がそばで「おじいさんの神様!」と言ったという笑い話がある。父と息子でなく

	孫であっても、だれでもイエスを主と認め、キリストがすべての問題の解決者だと受け入れる時、時代と世代を超越してすべての人生のお父さんは神様なのだ。神様がお父さんとして告白できる時だけが、自ら存在しておられる神様という不明確なことが、明らかな事実であると確認できる。
水の中の魚は、空を飛ぶ鳥の世界を知らないように、現実を踏んで生きる人には、未来は不確かに見えても、事実を握った人には、その未来が今日の現実だと分かる。

したがって、誰かが作ったり、操作したことではない、人間的な表現で、自ら存在しておられる神様は、今日も公義と愛の2つの同じ方法で人間を扱われるのだ。問題が生ずれば、普段は考えることもなかった神様を恨んで不平を言う人は、公義の神様を見たためだ。しかし、苦しみがあっても、神様をお父さんと呼んでみる勇気がある人は、愛の神様を見たためだ。自ら存在しておられる神様は、ご自分をイエスとして見せてくださってキリストで働かれたし、その方を信じる時、聖霊で働かれる。自分の問題に徹底して悩んでみた人だけが、神様が自ら存在しておられることを認めるようになって、その信仰の中から自由を味わうようになる。魚が味わう水の自由、空を飛ぶ鳥の空気の自由、世の中を生きる私たちには神様の自由なのだ。
文＿チョン・ヒョングック牧師

＊相談したい方はこちらに連絡してください



